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   The excellent specialities of the urethrocystograms re pecting prostatic  hypertrophy, 
prostatic ancer and median bar were described. 
   Especially, inquiring into the referrences, tudies were made on each of the prostatic 
diseases from the view point of the values of clinical diagnosis and realized that there 
were several important points, though it was not a satisfactory method for the diagnosis 
of the early stage of prostatic ancer. 
   Sixty percent urografin was used as the contrast media and found that it was  exce-

















る意 味で,一 定量 の同一種 の水溶 性造影剤 を用
いて尿道,膀 胱 の両者を描 出す るい わ ゆる,
urethrocystography,或はc stourethrogra-
phyが 一般 に行われ るよ うになつた.
これ らの レ線 像か ら前立腺 の大 きさや重量を
計測す る方法 はNelson,9)黒田18),Boone2),
Thumann8),益田17}等に よって述べ られ,そ
の臨床上 の価値はすで に認 め られてい るところ
である.
また形 態的変化 のみな らず,機 能 的変化 をも
よ り詳細 に知 る目的 では造影 剤注入時撮影 のほ
かに注 入後,後 部 尿道 収縮 時,及 び排 尿時撮影





に極 めて簡単に実施 出来,疾 患 の診断 のみな ら
ず,手 術適 応の決定,治 療後 の経過観察,機 能
診断等 応用範 囲が広 く,重 要視 され る ところで
あ る。
著 者は尿道 ・前立腺疾患 に対 して行つ たure-
throcystogramのうち,ここに前立腺 肥大症,
前立腺癌,medianbar等及 び前立 腺易IJ除術後
の レ線 写真 をか かげて考 察 してみ よ うと思 う
倫,造 影 剤の点 に関 して従来 広 く用 い られ て
きた油性造影 剤 の欠点 を除 き,urethrocysto-
graphyの諸条 件を も満 足 さすべ き水溶性造影
剤 につ いての成 績に もふれたい と思 う.
実施方法とその成績
撮 影 の 方法 及 び 条 件:こ の詳 細 は 成 書 に ゆず りこ こ
に は簡 単 な記 載 に と どめ る.
1.撮 影 条 件:X線 管 球,マ ッ ダS.D.R.,80mA,
70KV,1.5't-3,t,プッae-一ブ レ ンデ,増 感 紙,極 光
H-S2枚 使 用
2.体 位:a。)斜 位:左 側 を下 に した30。-45。の 斜
位 を と り,左 脚 を 股 関 節 でほ ぼ 直 角 に 屈曲 す 右脚 は
伸 展 し尿 道 陰 影 が 股 関 節,坐 骨 陰 影 等 と重 な るの を さ
け る.b.)正 背 臥 位.
3,造 影 剤 ・以 下 各 症 例 につ いて特 に記 載 す るも の
以 外 はす べ て60%ウ ロ グ ラ フ イ ソ,約20ccを 用 い
た.












2)精 皐上部(精 上部 と略す)=内 括部か ら精阜上
端にいたる聞で1-1.5cmの長さを有す,
3)精 阜部:内 外面括約筋部のほぼ中央にあた り,
紡錘形或は楕円形の拡張陰影を示す.



































































長と拡張あ り,精阜像は消失,内 括部狭 く,膀底部挙

























尿,頻尿,残 尿感等が徐々に増悪 して来た,数 日前か
ら尿閉を来たし医治を うけたが軽快せず.





























病歴:3年 前,急 に尿閉を来たして当科に入院 前






直腸診:超 鶏卵大,硬,表 面平滑,圧 痛なし,腺腫
境界明瞭.





















































1.尿 道 長 の変 化:特 に精 阜 上 部 の 延長
2.尿 道 前 立 腺 部 の 変形:
内 腔 の拡張(obliquespreading),或は狭
小.
不 頬 則 性.
精 阜像 の消 失,変 形.
尿 道 の 非対 称性.
Y-trickling,




3.後 部 尿 道 の 走行 の異 常 奮 曲,屈 曲=anteior
tilting.


































































病歴 二約4年 前から頻尿あ り,2年前無力性尿線,
残尿感を来たし,頻尿も烈 しくなった.3ケ 月前,尿
閉を来たして,某 医に導尿をうけたが以後排尿絡末痛
が加つた.そ の後もしば しば尿閉あ り導尿をうけてい
た.




し,所 々浮腫状を呈す.深 底部右方に小結石片2ケ を
認む.これらの所見のため尿管口は不明瞭.前 立腺陰










月前からこの症 状が増 悪 して来た,
































術を うけ,術後,頻 尿,無 力性尿線,残 尿感あり.約








明,右 尿管はやや上方に変位す.青 排泄試験,右 排泄
なし,左正常.













































後部尿道像は一般 に狭小 となり,直 線状 を呈 し,









































術を うけたが,そ の頃から頻尿,残 尿感,無 力性尿線
を来たし,これ等の症状が次第に増強 して来た.
直腸診:前 立腺は鳩卵大,非 対称性で,左葉は右葉











に頸部筋,或 は 結合織増殖 と云ったも のも認められ
ず.内 括部組織の一部を切除 した.
考 察





















以 上,前 立 腺肥 大 症,前 立腺 癌 及 びmedianbar
にお け るurethrocystogramの自家 経 験 例 につ い て,
諸 家 の説 く所 を参 考 と して,そ の特 長 と意 義 にっ い て





























以上の症 例にお いては術後14日目では床部,膀 底
部,内 括部ともに不規則な拡張陰影を認めているが,
20日,37日と日数の経過 とともにかような不規則陰影















































前立腺 肥大 症,前 立一腺癌,及 びmedianbar
につ いてurethrocystogramをかか げて その
特長 を述 べ た.
こ とに丈献 と照合 し,urethrocystogramの
診断的価値 につ いて各 前立 腺疾患別 に考 察を加
え,そ れ ぞれ極 めて重 要視すべ ぎ点 の あること
を認 めた.但 し癌 の早期診 断 の点 か らは満足す
る診 断法 で ない.
伺」,urethrocystographyには造影剤 の選択
759
が大切 であるが,本 研究には水溶性造影剤 ウ ロ
グ ラフィ ンを試 用 し,urethrocystographyの
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第4図 肥 大 症 々例3.obliquespreading
及 び 軽 度 のanteriortiltingを示 す
第5図A肥 大症々例4.斜 位像:後 部尿道
の著明な延長 と拡張を示す
第2図 肥大症 々例1.











第6図 肥 大 症 々例5.obliquespreading,
不 規 則 濃 淡 陰 影.
第7図 肥大症々例6.精 上部の分離,仮 性
尿道様像.




第9図A肥 大症 々例8.斜 位 像:oblique
spreading,anteriortilting及～ブ膀 月光
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第11図 肥 大 症 々例10.前 立 腺 管 腔 の樹 枝 状
陰 影(矢 印),obliquespreading及び 軽
度 のanteriortilting.










第13図B膀 胱像;壁 は不規則,膀 胱頂は右方
に偏す 骨盤,脊 椎における骨形成性転移
像をみる.





第15図 癌 症 例4.不 規 則 性 精 阜 像,精 上部
の 軽度 の ・lanteriortilting,及び 前部 尿道
外盗 流 像 を示 す 後 部 尿道 は細 くsrarr⊃な
感 あ り.
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ll輸 入旦.狙薬品株式会社痛 簸 欝羅 囎 誇野認
ルグルカミン塩
包
60%
20c.c.1管 ・5管
装
76%
20c.c.ユ管 ●5管
